
妨
二
十
七
懲

妨

六
批

四
二
六

南
懐
仁
の
坤
興
国
説
と
坤
輿
外
記
に
就
い
て

-
特
は
江
月
時
代
の
世
界
地
坪
撃
史
上
は
放
け
る
-

鮎

樺

信

太

郎

｢

は

し

が

き

ruさ
に
筆
者
は

｢宙
憤
仁
が
支
那
に
紹
介
し
た
世
界

地

紺
青
は
就

い
て
｣
(
地
球
二
四
の
五
二
ハ
)な
る
小
論
を

輩
し
た
が
'
其
後
'
南
氏
の

｢坤
輿
間
数
｣
及

｢坤
輿

外
記
｣
は
幽
す
る
別
の
資
料
を
見
た
の
で
､
前
稿
を
乙

＼
ほ
補
っ
て
置
き

た
い
｡

二
､
坤
興
国
紀
と
坤
輿
外
記

前
稿
を
記
す
時
に
は
未
だ
箪
省
は

｢坤
輿
間
改
｣
な

る
藩
を
見
て
ゐ
夜
か
つ
ね
が
'
其
後
は
在
っ
て
､
陸
軍

士
官
撃
枚

数授
款
岡
武
次
郎
筏
が
支
那
か
ら
購
入
n
れ

ね
稀
親
木
を
同
先
生
の
御
好
意
ほ
よ
り

一
腰
す
る
こ
と

が
出
水
た
0

此
の
藩
の
内
容
は

｢
四
座
金
番
線
日
提
要
｣
の
解
散

に

｢
遜
番
上
巻
.
自
和

典
壷

入

物
[
介
.+
五
壁

皆
声

地
之
所
払

｡
下
巻
戴
海
外
諮
問
道
旦
山
川
民
風
物
孝

介
烏
麦

大
洲
TTE
終
乏

以
-両
津
七
奇
問
詮
.J
(怨
七
十
二

史
郎
二

十

七
)云
々
と
あ

る
如
-
で
､
上
下
二
審
と
を
か
.

ァ

ン

リ
･
コ
γ
デ
ィ

エ
の
番
目

(II
enr
i
C
ord
ie
r.

B
ib
tio
g
r
a
p
h
i
e

d
e
s

o
u
v
r
a

g
e
s

p
u

bti6
s

e
n

c
h
im
e

ヽ

p
a
r
te

E
u
r
o
p
e
e
n
s

a
u
X
V

t
Ⅰ

｡
e
t
a
u

X
V
I
I
Ie
sie
cte

∩
(
)
9
0
1
,
P
aT
i
s]
)

は
注

意
rb
れ
ね
如

く
､

文
儒
略

(

A

t

eni,J
ule
s)の
撰
文
が
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
此
れ
は

勿

論
､
文
儒
略
が
此
の
番
刊
行
の
時
､
既
に
此
の
世
の

人
で
は
軒

い
の
で
あ
る
か
ら
､
豊

剛
は
番

い
ね
も
の
を
,



南
氏
が
収
蔵
し
わ
も
の
で
あ
ら
う
｡
然
し
､
此
の
番
に

此
の
一
文
が
載
せ
ら
れ
た
こ
と
を
以
て
p

コ
ル
デ
ィ
エ

の
云
ふ
如
-
商
憶
仁
と
文
儒
略
の
共
著
と
す
る

の
は
鈷

畳
で
あ
る
こ
と
は
前
稿
に
も
述
べ
た
迫
-
で
あ
る
｡

此
沓
刊
行
の
時
に
就
い
て
は
も
徐
宗
徳
氏
の

｢
明
未

捕
初
湛
輪
西
鐸
之
偉
人
｣
(
.i
六
貢
)
や
P
･L
･P
fi
ster
氏

の

1N

oti
ces
biogra
p
h
iq
u
es
e
t
b
ib
ti
ogra
p
h
iq
u
e
S

suTle
s
J

6suite
Sd

e
l}a
n
ci
en
miss
io
nd

e
C
h
in
e
L

i

(
)
9
3
2)
等
に
疲
れ
ば
'
其
の
初
版
は
一
六
七
二
年
に

刊
祈
ruれ

カ
79
の
と
在
っ
て
ゐ
る
が
､
歌
開
先
伴
所
蔵

本
に
は

｢
鹿
撒
甲
衆
'
極
的
商
懐
仁
立
怯
｣
と
あ
る
か

ら
､
此
の
藩
は
第
二
回
日
の
刻
本
で
あ
ら
う
か
｡

秋
開
先
碑
朋
減
の

｢坤
輿
間
改
｣
の
詳
細
は
同
党
壁

の
御
紹
介
を
乞
ふ
乙
と
J
L
で
p
乙
J
で
は
江
14
時
代

の
世
邪
知
識
磯
蓮
史
上
の
此
の
輩
を
兄
た
い
と
;
･芸

の

で
'
内
閣
文
庫
所
減
の

｢坤
輿
間
数
｣

一
肝
に
就
い
て

や
-/
詳
し
-
述
べ
て
描
か
う
｡

内
閣
文
庫
の
日
銀
に
は
此
の

｢坤
輿
間
数
｣
の
著
者

の
名
は
載
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
｡
そ
れ
は
原
本
に
著
者
の

摘
怯
仁
の
坤
朋
閑
散
と
坤
刑
外
和
に
就

い
て

何
物
在
る
か
む
知
る
べ
P
,記
載
を
放

い
て
ゐ
る
か
ら
で

あ
る
･｡
勿
論
も
内
容
を
商
氏
の

｢坤
輿
金
閣
｣

や

｢坤

輿
外
記
｣
と
比
較
す
れ
ば
.
此
れ
が
甫
懐
仁
の

も
の
で

あ
る
乙
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
朗
で
あ
る
が
､
術
.

仔
細
に
沓
中
を
槍
す
る
と

｢
地
図
第
五
間
鎗
｣

の
候
に

｢
仁
等
従
二速
申
至
Elや
畢

歴
九
寓
畢
而
造
縦

芯

沈
潜
｣

云
々
と
あ
る
か
ら
､
内
観
文
庫
日
蝕
に
春
る
､

此
の
著

者
名
不
服
の
l
本
は
､
南
憶
仁
者
と
銘
打
っ
て
差
文
は

覆
い
と
皿
ふ
｡

此
番
の
忠
誠
に
は

｢
大
学
減
沓
L
｢
浅
草
文
雄
｣

巻
末

に
は

｢
昌
平
坂
撃
関
所
｣
｢
文
化
己
巳
｣
の
朱
印
が
あ

る

の
で
p
凡
そ
其
の
衆
歴
を
知
-
稗
る
で
あ
ら
う
｡
石
の

朱
印
は
よ
っ
て

此
れ
が
文
化
己
巳
六
年
(
一
八
〇
九
)

以
前
に
我
岡

に樽
零
さ
れ
て
ゐ
為
乙
と
は
明
か
で
あ
る

次
に
､
内
容
の
大
概
を
知
る
べ
-
頼
む
い
と
は
ず
､
日

次
を
拳
げ
で
麓
か
う
O

坤
糾
問
Ia.

内

心
.'･i.

■一i;-
.

竹
駒
輿
外
聞
水
叫
a
r脚
内勺
布
列
之
糾

批
飽
之
園

地
関
節

-
問
説

空
也
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打
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志
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瓜
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‖
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地

中

指

綿

飴
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地
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忠
犬
5
.粥

排
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翁
加
批
郎

旭
助

祭
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地

中

縦

綿

梓

利
朱

-
.

=Bi

州

比
和
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曲
非
利
加

亜

毘
心
域

'雌
.=
t

井

巴

数

多
批

枯

弛

滋
梯
位
鳥

地
組
鮮
三
脚
湖

地
例
解
北
川
灘

印
姥
耶

枇
相
和

蘇
門
谷
刷

物
泥

木
路

各

仙

術

舟

排

紙

辿

Mi
]
州

抑
郎
炎

熱
爾

鵡
妃
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波
維
泥
細

大

泥

鵬

給

蜘

英

桝

仰
げ

米

朝

;州

北

淋

綿

捻

旭
日
冬

hHr比代
｣り
胡¶

奴
米
節

.巾

溢
納
水

火
維
亜

･
'
け日日.

｣

…レ

;;mT
･托
.

忠
物
納
偽

相
槌
利

加
州

節

ニ
ト
七
谷

節

h
ハ
批

｣け
;-=
川熊
辞

し州

･=
;-=
鮒

企
加

納
賦

払
赴
吋

新
抑
郎
寮

･3

地

刺
:==j
泥
化

柑

北

紡

建

方

端
太
繊
泥
加

Ii

完
･;:i

･;

E
-
:

･T:て
･7=･

北

朝

私
利
加

北
地

北
林
丁

鵜
未
脱

加

朋

伏

餅

泥

舶

:;=]
鵜
利
加
諦
鳥

I
.
/

L
l
ノ

斯

の

如

き

日
次
を
持
ち
'
其
の
記
事
は

｢
組
序
｣
の

初
に坤

輿
閲
故
老
乃
玲
泰

的
相
聯
賞
(
;
之
大
輔
屯

｡
如
】

地
形
地
業
山
丘
源
潮
振
動
江
河
人
物

風
俗
各
方
生
壁

皆
同
撃
西
士
利
喝
費
文
儒
略
高

1L
志
熊
三
枚
諸
子
､
単

怯
大
地
経
緯
瑚
嘉

､
甘
塩
細
論
衷

溶
卯

察
際
格
教
職

方
外
貌
表
皮
龍
等
己

布
施

久
桑
｡
今
掲
衰

簡
略
藩

卯
.

後
贋
之
新
諭
】以
準

明
先

登

所東
嶺

大
地
之
異
班
;

(-)

と
あ
る
如
-
'
利
喝
麓
の

｢坤

興
苗
圃
金
閣

｣

や

党

儒

略
の

｢
職
方
外

配

吊

)の

前
部
h
L其
の
ぞ

探
つ
完

も
少
-
な

い
｡
然
し
'
此
の
内
閣
文
庫
本
は
歌
岡
氏
朝
.

城
の
同
番
と
異
-
.
省
略
n
れ
た
所
が
多

い
｡
鮭
-
紘



附
さ
れ
た

｢
七
奇
聞
簡
｣
･9
始
め
は
在
る
べ
き
､
地
震
へ

山
岳
､
海
湖
､
海
動
､
江
河
'
人
物
等
の
通

論
的
記
事

の
多
-
を
敏
-
｡
乃
ち
此
藩
は
南
氏

｢坤
輿
間
数
｣
の

完
本
で
な
-
p
抄
馬
本
で
あ
る
｡
如
何
な
る
鮭
韓
を
辿

っ
て
p
斯
る
形
に
な
っ
て
倖
零
さ
れ
な
か
末
だ
木
明
で

あ

る0
フ
ィ
ス
テ
ル
氏
は
前
掲
番
目
に
於

い
で
.
南
氏
の

｢

坤
興
岡
龍
｣

を

｢坤
輿
食
間
｣
の
説
明
帝
と
鬼
で
､
従

塞

｢坤
輿
金

岡

｣
初
版
(
〓
ハ
七
四
)と
し
て
知
ら
れ
る

も
の
と
別
々
に
面
も
説
明
番
の
方
が
二
年
前
に
出
る
の

は
木
自
然
で
あ
る
と
云
ふ
見
地
か
ら

｢
坤
輿
全
図
｣
も

現
在
見
ら
れ
る
'

一
六
七
四
年
刊
の
も
の
よ
-
以
前
は

(=J=)

出
凍
て
ゐ
る
の
で
は
を

5'か
を
旋
は
れ
で
ゐ
る

｡

或
は

r
uう
云
ふ
rJ
と
も
必
ず
し
む
無

い
と
は
云
へ
な
い
が
.

今
､
筆
者
は
5,
づ
机
も
悦
本
叉
は
初
版
本
に
披
る
の
で

な
い
か
ら
.
断
定
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
が
p
内
閣

文
庫
所
減
の
｢
坤
輿
問
詮
｣
の
文
轟
と
東
栄
文
理
科
大

挙

聞
輩

舘

所

瓶

の

｢坤
&

,金

岡

｣(京
城

二

八
六

〇

刊

)

の
張
れ

と
む

比
較

対

照
し
て
見
る

と
｢坤
輿
余
間
｣

の
中

南
懐

仁

の
坤
glr糊
紀
と
坤
料
外
紀
に
就

い
て

ほ
許
記
さ
れ
カ
説
明
の
方
が
銀
幕
省
略
n
れ
て
ゐ
る
｡

そ
し
て
､
別
々
は
出
さ
れ
て
79
.
左
程
不
自
然
で
は
な

い
憶
劫
の
79
の
で
あ
る
か
ら
､｢坤
輿
園
散
｣
が
囲
洋
の

原
間
か
ら
党
に
鐸
出
ruれ

て､
其
れ
か
ら
P
此
の
葦
の

記
事
故
後
に

｢坤
輿
金
岡
｣
の
中

へ
取
捨
波
数
-
'
記

入
し
た
と
見
て
も
無
排
で
は
夜
か
ら
う
と
考

へ
る
.

次
に
前
稿
に
も
ふ
れ
た
朗
で
は
あ
る
が
｢坤
輿
間
詮
｣

と

｢坤
典
外
紀
L
と
の
踊
係
に
就

い
て
滞
考
し
た
い
｡

｢
坤
輿
外
記
L
は

｢
四
庫
全
番
組
日
捉
嬰
｣
の
解
散

に
従

へ
ば
｢尭
二懐
仁
坤
輿
外
記
:別
有
基

本
己

夢
放
線
:

此
本
摘

強
其
文
‥俳
胴
,;其
園
放
し
(怨
七
十
g
'
空
耳
四
)云

々
と
あ
-
､
又
'
ワ
イ

-
1
や
フ
ィ
そ
プ
ル
の
藩
日iii
の

Dlほf:

解
散
に
は
い
づ
れ
も
.r
坤
輿
間
数
｣

の
主
在
る
地
即
的

記
事
を
省
略
し
て
.
奇
異
夜
話
だ
け

を
摘
出
し
わ
も
の

と
在
っ
て
ゐ
る
｡
現
に
我
々
の
兄
視
る
も
の
は
い
づ
れ

も
刊
行
の
年
が
不
明
で
'
序
も
政
も
な
上

音
物
の
閣

裁
と
し
で
は
不
川
衆
の
も
の
で
あ
る
｡
内
容
も

｢坤
興

同
数
｣
と
終
始

一
致
す
る
の
で
は
な
二

一
例
蟹

ポ
せ

ば
次
の

如
き
相
異
が
あ
る
｡

I
i
l
L
J

二
九



地

球

節
二
十
七
番

外
詑
p
七
令
の
促

｢
七
､
維
法
帖
塾
向
台
L

剛
訟
'｢
七
法
維
鵬
塾
的
砧
厄
日
多
幽
'
多
練

茂

五
紙
造
9
㍍
陳
加
悦
'

高
城
韮
比
'
起
′
臼
二
丘
山
[以
二
糾
白
石
】築
成
｡
thq
上
多

野

元

舶
;

改
野

1梅
般
;
以
似
下
総
こ
泊
池
雑
品
.ni
泊

･3

そ

fJ
で

.

隼

宙

は

此
番

の

成

立

､

刊
行
に
就
い

て'

或
は
脱
着
者
閥
懐
仁
は
釜
飯
､
相
知
し
な
い
の
で

はな

い
か
む
疑
ふ
79
の
で
あ
る
｡
防
閲
の
好
事
家
が
以
そ
か

に

｢坤
輿
閲
故
｣
に
よ
っ
て
p
作
っ
た
の
が
rJ
の

｢坤

輿
外
記
｣
で
は
夜
か
ら
う
か
｡

三
､
江
戸
時
代
の
諸
富
に
見
え
た
二
審

｢坤
輿
固
訟
｣
が
完
金
夜
形
で
は
在

い
が
､
夙
に
我

財
は
偉
人
し
て
､
江
戸
時
代
の
世
静
地
即
知
識
悲
運
史

上
に
魂
分
の
影
響
あ
る
rJ
と
は
前
稿
は
於
い
Y
も
述
べ

た
桝
で
あ
る
｡
然
し
.
此
の
乙
と
は
幽
し
､
新
村
･=3
博

士
が

｢
償
摘
録
鹿
討
｣
は

｢
殊
は
釆
魔
雲

量

讐

は
南

懐
仁

F
erd
in
a
n
d
V
e
rb
eist
削
曾

坤
典
園
盈

刻-

中
略
I
の
所
詮
と
は
疲
っ
た
79
の
で
｣
(
二
二
一
頁
)
義

々
と
述
べ
ら
れ
又
村
松
繁
樹
氏
も
同
氏
の
著

｢
日
本
地

坪
母
数
｣
岩
放
誹
座
｡
地
測
単
二
ハ
妄

)
に

｢
元
塞
白
石
は

元

･
明
の
史
番
に
通
じ

てわ
た
に
加

へ
､
先

さ
の
甫
懐

解
大
紋

望

〇

三
〇

仁
(F
erd
in
and
Verb
eist)
の
坤
輿
問
静
を
通
じ
て
北

欧
系
文
化

の
御
薗
人
よ
-
資
料
を
得
た
上
に
'
ま
た
此

の
南
欧
薫
文
明
の
資
料
を
採
っ
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